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残コン・戻りコンゼロと CO2 削減を建設現場で同時
に実現する炭酸ガスを利用した残コン処理システム

渡　邉　賢　三・坂　根　英　之・吉　田　祐　麻

建設業の工事現場で様々な理由から発生する残コン・戻りコンは，これまで大半が再利用されることな
く処分されてきた。本報告では，大規模現場では一般的に設置されている濁水処理装置に，簡易な振動ふ
るいなどを追加することで構成した，残コン・戻りコンを処理するシステムについて紹介する。処理内容
としては，再利用可能な粗骨材と CO2 を吸収・固定して中和された処理土，そして pH と濁度を下げ放
流可能な水に分離するものである。一連の分離・処理過程において液化炭酸ガスを使用して，残コン・戻
りコンのセメント分に CO2 を吸収・固定させることで，現場から出る残コン・戻りコンの削減と同時に
CO2 の削減を達成した。
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1．はじめに

地球温暖化を要因とした気候変動により自然災害が
激甚化する傾向にあり，その一因とされる CO₂ の排
出量を減らすことは，世界的に喫緊の課題となってい
る。ここで，CO₂ 排出量を建設業との関わりで整理
したのが図─ 1 であり，実に日本の全 CO₂ 排出量の
約 43％が建設業に関連する 1）。その内訳としては，
建設重機などから排出される施工時の CO2 は 1.3％，
約 1,100 万 t2）で比較的少ないものの，建物の運用時
と建設資材の生産・運搬時に起因するものがその大部
分を占めることが分かる。さらに，図─ 2 に示すよ
うに我が国の産業分野が排出している CO2 排出量約 3
億 9 千万 t のうち，鉄鋼業が 40％，窯業土石が 8％を
占める 3）。ここで，鉄とセメント・コンクリートを主

に取扱う材料としている建設業において，各種技術に
よって CO2 排出量を削減していくことが極めて重要
である。

特集＞＞＞　エネルギー，エネルギー施設

図─ 1　建設業に関連するCO2 排出割合（文献 1）に基づき作成）

図─ 2　日本の産業別CO2 排出量（文献 3）に基づき作成）
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そこで，鉄鋼業においては，従来のコークスを用い
て鉄を還元する手法からの変革が研究されており，水
素を活用して還元しつつ，排出した CO2 を分離回収
する技術が開発され，実証実験レベルにまで至ってい
る 4）。また，セメント産業においては，エネルギー，
原料，CO2 固定・再利用など環境負荷低減に関する複
合的な取り組みが伝統的になされてきている 5）。コン
クリート業界についても CO2 削減の技術開発は加速
しており，CO2 をコンクリートが吸収・固定して，大
気中からの CO2 の削減を実現する技術が開発され，
実用化されている 6）。

上述のとおり，コンクリートに関連する CO2 排出
量が大きいことから，建設に関係する各業界よって各
種削減の技術開発が本格化してきているものの，建設
現場において，そのコンクリートが使用されることな
く常習的に廃棄されている。このようなコンクリート
は，残コン・戻りコンと称され，その量は年間で 150
～200 万 m3 と算定されている 7）。一般的なコンクリー
トの CO2 排出量を約 0.25 t/m3 とすると，実に 50 万 t
ものCO2 を無駄に排出してしまっている計算となる。
この理由として，受入れ検査に不合格になってアジ
テータ車から荷卸しされることなく返却されたり，打
込み完了時にコンクリートポンプ車や圧送配管内に
残ったコンクリートが，型枠の中に打ち込まれること
なく，廃棄物として処理されたりしている。そこで，
残コン戻りコンの現状を調査し，削減する技術や方策
について多くの検討がなされている。例えば，これま
では，打込みの終盤に打設当番がコンベックスと目視
にて，コンクリートの必要量を測っていたのに対し，
携帯端末のカメラと AR 技術で正確なコンクリート量
を計算することが可能となっている 8）。また，戻りコ
ンから骨材などを取り除いた後，スラッジ水を脱水し
たスラッジケーキを含水率が 1～2％程度となるまで
破砕乾燥処理して製造する再生セメントが実用化され
ている 9）。あるいは，全国で同じ形状の型枠に，残コ
ンを用いて統一規格のブロックを製造する仕組みを構
築することで，残コンを有効利用し，ブロック積みの
擁壁やトンパックの代用など多様な用途に使用する取
組が始まっている 10）。さらに，セメント，コンクリー
トに関係する産官学が集い，地球環境に配慮した活動
を行っていくことを目的とした団体が立ち上がり，残
コン・戻りコンに関する各種情報提供などが行われて
いる 11）。このような背景のなか，本報告では，残コン・
戻りコンを現場で処理しつつ CO2 を固定した材料循
環メカニズムの確立の第一歩として，大規模現場では
一般的に設置されている濁水処理装置に，簡易な振動

ふるいなどを追加することで構成した，残コン・戻り
コンを処理するシステム 12）について紹介する。

2．残コン・戻りコン

（1）残コン・戻りコンとは？
残コンとは 7），受入れ検査で合格となり，アジテー

タ車に積み込まれている一部が工場に戻ったもの，ア
ジテータ車に積み込まれている全量が使用されずに工
場に戻ったもの，および打設終了後ポンプ車のホッパ
や輸送管などに残ったものと説明される。また，戻り
コンとは 7），受入れ検査で不合格となり生コン工場に
戻ったものと定義され，残コン・戻りコンは現場で使
用しなかったコンクリートの総称である。

（2）残コン・戻りコンが発生する理由
残コン・戻りコンがなくならない理由として，現状

の建設現場では残ったコンクリートを処理することが
できないことがある。また，コンクリート打設の終盤
になり，コンクリートが打ち込まれていない体積を正
確に測ることが難しく，多めに発注してしまうことが
多い。

さらに，そもそも建設現場でコンクリートが残って
しまう理由の一つとして，施工者が型枠内の寸法を正
確に測ってコンクリートの容積を算出したとしても誤
差が生じることがある。例えば，コンクリートの空気
量の基準値は 4.5％±1.5％であり，最大 3％の誤差が
生じることになる。また，幅 15 m×長さ 20 m の構造
物の高さが 1 mm 低くなると約 0.3 m3 のコンクリー
トが余ることになる。さらに，注文するコンクリート
量のミスや，施工中のトラブルなどが原因で残コンが
発生する場合もある。

これらに加えて，品質確保の観点で，打設の最後に
コンクリートが不足することを避けるため，施工者が
あえて余裕を持たせてコンクリートを注文することが
ある。打込みの最後になってコンクリートが不足する
と，コールドジョイントのような重要な問題が生じる
ことになりかねない。そのため，施工者はコンクリー
トを多めに注文する傾向がある。たとえ，アジテータ
車 1 台分（4.5 m3）の生コンクリートを余らせて，か
つ戻りコンの補償をしたとしても，施工したコンク
リート構造物を造り直すよりも遥かに安くなるケース
が多いのである。

建設機械施工10月号_2022.indb   23建設機械施工10月号_2022.indb   23 2022/10/13   16:10:292022/10/13   16:10:29



24 建設機械施工 Vol.74　No.10　October　2022

3． 建設現場で残コン・戻りコンを処理する
方法

（1）残コン・戻りコン処理システムの概要
建設現場においてコンクリートを余らせたとして

も，これを建設現場内で処理することができれば，残
コン・戻りコンは発生しないことになる。残コン・戻
りコンを建設現場内で処理するため，比較的大規模な
建設現場では一般的に行われている濁水処理の装置を
活用する方法が考えられる。建設現場では，写真─ 1

および図─ 3 に示す濁水処理装置を用いて，泥水や
コンクリートの洗い水などの濁水を炭酸ガスで中和
し，凝集剤で濁度を下げたうえで，その処理水を排出

している。この濁水処理装置を応用して，残コンを建
設現場で処理する方法を考案した。その全体システム
を図─ 4 に示す。

まず，アジテータ車に残ったコンクリートに必要に
応じて超遅延剤を添加し，適量の水を加えて高速攪拌
する。その後，アジテータ車から流動性の高いコンク
リートを振動ふるいに投入する。コンクリートは散水
装置が付いた振動ふるいの上を通って，ふるい前面
に，写真─ 2 に示すように分離して洗われた粗骨材が
排出される。建設現場においてアジテータ車に残った
コンクリートを振動ふるいに入れている状況を写真─

図─ 3　濁水処理装置の処理フロー

写真─ 1　濁水処理装置の全景

写真─ 2　散水装置付き振動ふるいの稼働状況

写真─ 3　�アジテータ車からコンクリートを散水装置付き振動ふるいに投
入している状況

図─ 4　建設現場での残コン処理システムの全体フロー
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3 に示す。写真に示すとおり，ふるい分けされた粗骨
材は，洗浄された状態で前面のピットに排出される。

モルタル分は振動ふるいの下にセットした水槽に落
ちる。水槽内に落ちたモルタル分は，水槽内に取り付
けた攪拌装置で攪拌し，懸濁水状になったものを既存
の濁水処理装置に送り込み，炭酸ガスで中和する。そ
れにより高アルカリ成分が炭酸化するため，生成され
る炭酸カルシウムや骨材は一般残土として処理が可能
となる。濁水処理装置内で，生成された CO2 を吸収・
固定した処理土を写真─ 4 に示す。この処理土は炭
酸カルシウムと細骨材の混合物であり，将来的に法規
制を変えることができれば，この処理土を現場内で使
うことも可能となる。処理された水は，pH と濁度が
規準値以内であることを確認して河川などに放流す
る。放流水の pH の確認状況を写真─ 5 に示す。

（2）実験結果と課題および今後の方針
今回の実験において処理後の処理土を分析した結

果，コンクリート 1 m3 当たり約 10 kg の CO2 を固定
化できていることを確認した。また，処理工程中の
pH の経時変化を図─ 5 に示す。図には，ふるい直下

の水槽，原水槽，中和ボックス，沈殿槽，場外排出口
の各場所での結果を示す。図示すように，最終ノッチ
での pH が処理開始から 8 時間後に規準値である
pH8.6 以下になった。

今回の実験は，処理能力 10 t/h の濁水処理施設を
用いて，コンクリート 1 m3 当たり 2 m3 の水を加水し
て処理を実施した。その結果，粗骨材のふるい分け，
洗浄はコンクリートの投入と同時に比較的短時間で完
了した。一方で，pH の低下を含む水処理には 8 時間
を要することが分かった。

一方，この工程によって残コン・戻りコンに CO2

を吸収・固定することを実証できたため，今後，その
値を定量的に評価することで，現場における CO2 の
削減を見える化して貢献することも可能である。将来
的には，濁水処理装置で使用する炭酸ガスに建設現場
で排出される重機などの排ガスを用いることができれ
ば，建設現場から排出される CO2 も削減できるよう
になる。

4．おわりに

濁水処理装置に，簡易な振動ふるいなどを追加する
ことで構成した，残コン・戻りコンを現場で処理する
システムについて紹介した。処理過程において液化炭
酸ガスを使用して，残コン・戻りコンのセメント分に
CO₂ を吸収・固定させることで，現場から出る残コン・
戻りコンの削減と同時に CO₂ の削減を達成した。今
後は，各種現場に適用し，建設現場からの CO2 排出
量の削減と資源の有効利用による環境負荷低減に貢献
していく所存である。
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